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緒　　言

コロナ禍での「新日常生活」とは，自分自身がコロナ
ウイルスに感染しないようにする生活様式，他人に感染
させないようにする新しい生活様式のことである．現在
は全世界的にコロナウイルスが蔓延し，より効果的なワ
クチンや即効性のある抗ウイルス薬の開発が待たれてい
る．コロナウイルスの制圧がなされていない現在，人々
はマスクの装着を義務付けられ，こまめに手指の消毒を
行うこと，人的移動の制限，人が集まって何かを行うこ
との制限といった生活を強いられている．しかしながら
２年以上にも及ぶこの生活スタイルは，現在の状況を鑑
みると，強いられているというよりは慣れの状況になり
つつある．この生活スタイルは，今後も感染対策のため
には非常に重要であり，受け入れなければならないであ
ろう．ただその慣れてきた新しい生活スタイルにおける，
見えない（気がつかない）不快感も発生してきている．
その一つに，飛沫感染防止のためのマスクの装着により，
会話時の顔の表情，特に口唇の動きが見えないことから，
会話がしにくくなっている現状がある１）．加えて，マス
クにより声が遮られるため，会話をするには，大きな声
で会話しなければならない状況になっている１）．大きな
声で会話しなければならない状況にありながら，感染拡
大予防のために小さな声で話す，さらには食事の時には
会話してはならないという「黙食」を強いられている．
学校給食や大学のカフェテリアの昼食時が静粛な状況，
今まで全く想像できなかった状況がそこにはある．さら
にそういった現状は，コミュニケーション自体を億劫さ
せることにも繋がっていくのではないかとも危惧する．
２つ目には，マスクの装着自体の問題，そもそもマスク
装着自体が不快であり，顔に擦れることで痒みや炎症が
生じたり，酷暑時には熱中症を誘発することもある．マ
スクの紐も不快であり，耳に擦れることで不快感が生ま
れ，耳介の痒みや痛みに繋がることもある２）．３つ目に
は，過剰な手指の消毒は，手荒れの原因ともなりうる３）．
４つめには，職場や学校などの移動の制限により，イン

ターネット回線を使ったテレワークやオンライン授業が
行われている．移動がないので，便利ではある一方，モ
ニターの画面を凝視することによる眼精疲労や視力の低
下，音声をヘッドホンやイヤホンで聴かなければならな
い状況においては耳への負担による聴力減退が想定され
る４，５）．以上をまとめると，マスクの装着，手指の消毒，
モニターの凝視，ヘッドホンやイヤホンの使用は，直接
的な不快感にはなり得ないが，会話時の発声しにくさや
聞き取りにくさ，会話への抵抗感，顔面や耳介の皮膚の
炎症，手のかさつきや手荒れ，眼精疲労や視力の低下，
耳への負担による聴力減退など，軽微ではあるが不快と
は気がつかない，不快であることに慣れてしまうような
状況に陥ることも考えられる．

そこで今回の研究において，コロナ禍での生活におい
て，軽微のため不快とは気がつかないような，不快であ
ることに慣れてしまうような事象の実態を東京有明医療
大学の学生を対象にアンケートにより調査することにし
た．今後，コロナウイルスが完全に制圧されるまでに時
間が長くなることも想定される．その時に無理のない生
活を送ることにより，なるべくストレスを軽減して生活
することが重要になると考えられる．今後のコロナ禍で
の生活の質を維持するためにも，本研究が礎となること
を期待する．

方　　法

今回の調査対象として，東京有明医療大学に在籍する
鍼灸学科，柔道整復学科，看護学科の学生350人（男性
199人，女性142人，その他9人）にアンケート調査を行
なった．時期はオリンピック「東京２０２０」の終了後，
2021年9月末から10月上旬である．内容としては，学科，
学年，性別に続き，コロナウイルスの感染拡大防止のた
めの自粛生活の中で，（１）マスクによるコミュニケー
ション障害，（２）マスクの不快感，（３）手のアルコー
ル消毒による手荒れ，（４）オンライン授業やオンライン
会議等でスマホやパソコンを見る時間が増えることによ
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る視力への影響，（５）オンライン授業やオンライン会議
等でヘッドホンやイヤホンを使うことによる聴力への影
響について無記名で回答を求めた．具体的な質問の詳細に
ついては，以下の結果と合わせて表１から表５に示す．本
研究は，東京有明医療大学倫理審査委員会（承認番号：有
明医療大倫理承認第340号）の承認を受け実施している．

結　　果

マスクによるコミュニケーション障害に関して（表１）
マスクによるコミュニケーション障害を知るために，

以下のような質問項目を設けた．質問１として「相手の
話が聞き取りにくいと感じることが多くなったかどうか」
という質問に対して，「はい」と回答したものは268人

（76.6％），「いいえ」と回答したものは82人（23.4％）で
あった．質問２として「コミュニケーションに不便を感
じることが多くなったかどうか」という質問に対して，

「はい」と回答したものは207人（59.1％），「いいえ」と
回答したものは143人（40.9％）であった．質問３として

「コミュニケーションが面倒だと感じることが多くなった
かどうか」という質問に対して，「はい」と回答したもの
は100人（28.6％），「いいえ」と回答したものは250人（71.4
％）であった．質問４として「コミュニケーションが疲
れると感じることが多くなったかどうか」という質問に
対して，「はい」と回答したものは123人（35.1％），「いい
え」と回答したものは227人（64.9％）であった．

マスクの不快感に関して（表２）
質問１として「マスクが顔に擦れることによる痒みや

痛み，不快感があるかどうか」という質問に対して，「は
い」と回答したものは237人（67.7％），「いいえ」と回答
したものは113人（32.3％）であった．質問１で「はい」
と回答した237人に対して，質問２として「そのことに何
らかの対策を講じたかどうか」という質問に対して，「は
い」と回答したものは113人（47.7％），「いいえ」と回答
したものは124人（52.3％）であった．質問３として「マ
スクの紐が耳介にあたって，擦れることによる痒みや痛
み，不快感があるかどうか」という質問に対して，「は 
い」と回答したものは211人（60.3％），「いいえ」と回答
したものは139人（39.7％）であった．質問３で「はい」
と回答した211人に対して，質問４として「そのことに
何らかの対策を講じたかどうか」という質問に対して，

「はい」と回答したものは86人（40.8％），「いいえ」と
回答したものは125人（59.2％）であった．

手のアルコール消毒による手荒れに関して（表３）
質問１として「手のアルコール消毒の回数が多くなっ

たかどうか」という質問に対して，「はい」と回答したも
のは302人（86.3％），「いいえ」と回答したものは48人（13.7

％）であった．質問１で「はい」と回答した302人に対し 
て，質問２として「手にかさつきがあるかどうか」とい
う質問に対して，「はい」と回答したものは140人（46.4
％），「いいえ」と回答したものは162人（53.6％）であっ
た．質問２で「はい」と回答した140人に対して，質問
３として「手のかさつきに何らかの対策を講じたかどう
か」という質問に対して，「はい」と回答したものは98
人（70.0％），「いいえ」と回答したものは42人（30.0％）
であった．質問１で「はい」と回答した302人に対して，
質問４として「手に出血やひび割れがあるかどうか」と
いう質問に対して，「はい」と回答したものは35人（11.6
％），「いいえ」と回答したものは267人（88.4％）であっ 
た．質問４で「はい」と回答した35人に対して，質問５
として「手の出血やひび割れに何らかの対策を講じたか
どうか」という質問に対して，「はい」と回答したものは
23人（65.7％），「いいえ」と回答したものは12人（34.3％）
であった．

スマホやパソコンを見る時間が増えることによる視力
への影響に関して（表４）
質問１として「スマホやパソコンを見る時間が増えて，

目の疲れを感じることが多くなったかどうか」という質
問に対して，「はい」と回答したものは216人（61.7％）， 

「いいえ」と回答したものは134人（38.3％）であった．質
問１で「はい」と回答した216人に対して，質問２として

「眼に痛みがあるかどうか」という質問に対して，「はい」
と回答したものは51人（23.6％），「いいえ」と回答した
ものは165人（76.4％）であった．質問２で「はい」と回
答した51人に対して，質問３として「眼の痛みに何らか
の対策を講じたかどうか」という質問に対して，「はい」
と回答したものは19人（37.3％），「いいえ」と回答した
ものは32人（62.7％）であった．質問１で「はい」と回答
した216人に対して，質問４として「見え方（視力）が悪
くなったと感じるようになったかどうか」という質問に
対して，「はい」と回答したものは130人（60.2％），「いい
え」と回答したものは86人（39.8％）であった．質問４で

「はい」と回答した130人に対して，質問５として「見え 
方（視力）が悪くなったことに何らかの対策を講じたか
どうか」という質問に対して，「はい」と回答したものは
39人（30.0％），「いいえ」と回答したものは91人（70.0 
％）であった．

ヘッドホンやイヤホンを使うことによる聴力への影響
に関して（表５）
質問１として「ヘッドホンやイヤホンを使うことが多

くなったかどうか」という質問に対して，「はい」と回答
したものは156人（44.6％），「いいえ」と回答したものは
194人（55.4％）であった．質問１で「はい」と回答した
156人に対して，質問２として「耳に痛みがあるかどう 
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か」という質問に対して，「はい」と回答したものは24人
（15.4％），「いいえ」と回答したものは132人（84.6％）で
あった．質問２で「はい」と回答した24人に対して，質
問３として「耳の痛みに何らかの対策を講じたかどうか」
という質問に対して，「はい」と回答したものは8人（33.3
％），「いいえ」と回答したものは16人（66.7％）であっ 
た．質問１で「はい」と回答した156人に対して，質問４
として「聞こえ（聴力）が悪くなったと感じるようになっ
たかどうか」という質問に対して，「はい」と回答した
ものは36人（23.1％），「いいえ」と回答したものは120人

（76.9％）であった．質問４で「はい」と回答した36人に
対して，質問５として「聞こえ（聴力）が悪くなったこ
とに何らかの対策を講じたかどうか」という質問に対し
て，「はい」と回答したものは8人（22.2％），「いいえ」
と回答したものは28人（77.8％）であった．

考　　察

今回の調査研究で，コロナ禍での新しい生活様式は，
知らず知らずのうちに，肉体的にも精神的にもかなり不
快なものになっていることが明らかになった．

まず，他人に感染させないようにする生活様式として
必要なマスクであるが，調査対象の76.6％（350人中268
人）の学生が，マスクは相手の話を聞き取りにくくして
いると感じ，さらに59.1％（350人中207人）の学生はコ
ミュニケーションを不便にしていると感じていることが
明らかにされた（表１）．ただマスクがコミュニケーショ
ンを面倒である（28.6％：350人中100人），疲れる（35.1
％：350人中123人）と感じるようになっていることも明
らかにされた（表１）．今回の調査研究において，コミュ
ニケーションが面倒である，疲れると感じるようになっ
ていること自体が問題と捉えることも重要であると考え
られる１）．面倒だという理由で意思疎通を敢えてしなく
なると，大きな意識の隔たりが生じ，それが人間社会の
摩擦に繋がることも想定される．さらに会話の減少は，
生きる活力の減退，鬱の発症へ繋がる可能性も否定でき
ない．鬱は自殺を誘発することは，よく知られている．
こういった事象もコロナ禍での生活における不快感と認
識することにより，人間社会での摩擦の解消や鬱関連の
自殺減少に結びついていくことを期待したい．

次に，調査対象の67.7％（350人中237人）の学生が，
マスク自体が顔に擦れることやマスクの紐が耳介に掛かっ
ていることにより痒みや痛みを覚え，それを不快感を感
じていることが明らかにされた（表２）．さらに不快感を
感じている52.3％（237人中124人）の学生が，マスクの
顔や耳介への擦れの不快感に対して何の対策も講じてい
ないことも明らかにされた（表２）．慣れにより気になら
ないようなってきているのも事実であるが，顔や耳介の
皮膚の炎症にも繋がる恐れは否定できない２）．これは見

えない（気がつかない）不快な状況として，コロナ禍で
の生活における不快感と認識することにより，感染拡大
予防への取り組みによる二次的な傷害（顔や耳介の皮膚
の炎症など）を防ぐきっかけになることを期待したい．

コロナウイルスの感染拡大防止のために行っている手
のアルコール消毒は，アンケートによるとであるが，調
査対象の86.3％（350人中302人）の学生が，コロナ禍で
の「新日常生活」により，手のアルコール消毒の回数が
多くなっていると回答している（表３）．手のアルコール
消毒は，程度にもよるが，手荒れの原因ともなりうる３）．
手の消毒回数が多くなったと感じる学生の46.4％（302人
中140人）が，手荒れ，手のかさつきがあることが明らか
になった．そして，その手荒れ，手のかさつきのある学
生の70％（140人中98人）は，何らかの対策を講じている
ことが明らかにされた（表３）．さらに手の消毒回数が多
くなったと感じる学生の11.6％（302人中35人）に関して 
は，手荒れ，手のかさつきよりもさらに症状が重篤な，
手に出血やひび割れが生じていることが明らかにされた．
そして，手に出血やひび割れが生じている学生の65.7％

（35人中23人）は，何らかの対策を講じていることが明ら
かにされた（表３）．手は日常生活において，隠すことが
できない，他人の目に晒される部位である．そのため，
何らかの対策を講じている学生の割合が高いが，何も講
じていない学生も少なからず存在することも明らかにさ
れた．特に東京有明医療大学に在籍する学生の場合は，
将来医療に携わる学生であり，自分の手で患者に触れる，
触ることにより患者を救う立場になる学生である．最低
限，自分の手のかさつきや出血，ひび割れに関心を持ち，
学生のうちから患者に不快感を与えないような配慮ある
学生であってほしいと願う．さらにアルコール消毒によ
る手指の不快感に関心を持つことで，将来に医療の現場
に立った時に役立つと考えられる．

コロナウイルスの感染拡大防止のため，職場や学校な
どの移動の制限が行われている．移動に代わる手段とし
て，インターネット回線を使ったテレワークやオンライ
ン授業が行われている．移動がないので，便利ではある
が，モニターの画面を凝視することによる眼精疲労，音
声をヘッドホンやイヤホンで聴かなければならない状況
においては耳への負担が指摘されている４，５）．

今回の調査研究においては，61.7％（350人中216人）の
学生がオンライン授業やオンライン会議等でスマホやパソ
コンを見る時間が増えて，眼の疲れを感じることが多く
なったと回答している．その眼の疲れを感じることが多 
くなった61.7％（350人中216人）の学生において，眼の
痛みを感じる学生はそのうちの23.6％（216人中51人）に
過ぎないが，その眼の痛みを感じる学生の62.7％（51人中
32人）は，痛みを感じても対策を講じていないことが明
らかにされた（表４）．眼の疲れを感じることが多くなっ
た61.7％（350人中216人）の学生のうち，60.2％（216人
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中130人）が見え方（視力）が悪くなったと感じているが，
その70％（130人中91人）は見え方（視力）が悪くなって
も対策を講じていないことが明らかにされた（表４）．

次に，44.6％（350人中156人）の学生が，オンライン
授業やオンライン会議等でヘッドホンやイヤホンを使う
ことが多くなったと回答している（表５）．ヘッドホン
やイヤホンを使うことが多くなった学生のうちの15.4％

（156人中24人）が耳に痛みを生じ，耳に痛みがある学生
の66.7％（24人中16人）は対策を講じていないことが明ら
かにされた（表５）．ヘッドホンやイヤホンを使うことが
多くなった学生のうちの23.1％（156人中36人）が，聞こ
え（聴力）が悪くなったと感じるようになり，その77.8
％（36人中28人）の学生は聞こえ（聴力）が悪くなって
も対策を講じていないことが明らかにされた（表５）．

大学生はこれから社会で活躍する人材である．視力や
聴力の低下に何も気がつかずに，あるいは気がついてい
ても，何も対策を講じないという状況は危険である．こ
れはコロナ禍での生活における不快感と捉えられるべき
状況だと考える．今後の有益な人材の将来を見据えた時
に，若者の視力および聴力の減退は社会全体の損失であ
り，積極的に解決しなければならない問題だと考える．

結　　語

今回，コロナ禍での生活における不快感の調査研究，
東京有明医療大学に在籍する大学生を対象とした調査研

究を行った．マスクの装着，手指の消毒，モニターの凝
視，ヘッドホンやイヤホンの使用は，直接的な不快感と
はなり得ないが，会話時の発声しにくさや聞き取りにく
さ，会話への抵抗感，顔面や耳介への皮膚の炎症，手の
かさつきや手荒れ，眼精疲労や視力の低下，耳への負担
による聴力減退など，知らず知らずのうちに，肉体的に
も精神的にもかなり過酷な状況になっていることが明ら
かになった．言わば，不快であることに完全に慣れてし
まっている状況に陥っている．

今後，コロナウイルスが完全に制圧されるまでに時間
が長くなることも想定される．その時に無理のない生活
を送ることにより，積極的にストレスを軽減して生活す
ることが重要になると考えられる．
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質問１：相手の話が聞き取りにくいと感じることが多くなったかどうか
はい 268 76.6％
いいえ 82 23.4％

質問２：コミュニケーションに不便を感じることが多くなったかどうか
はい 207 59.1％
いいえ 143 40.9％

質問３：コミュニケーションが面倒だと感じることが多くなったかどうか
はい 100 28.6％
いいえ 250 71.4％

質問４：コミュニケーションが疲れると感じることが多くなったかどうか
はい 123 35.1％
いいえ 227 64.9％

表１　マスクによるコミュニケーション障害に関する質問の詳細とアンケート結果

質問１：マスクが顔に擦れることによる痒みや痛み，不快感があるかどうか
はい 237 67.7％
いいえ 113 32.3％

質問２：質問１で「はい」と回答した237人に対して，マスクが顔に擦れることによる
痒みや痛み，不快感に何らかの対策を講じたかどうか
はい 113 47.7％
いいえ 124 52.3％

質問３：マスクの紐が耳介にあたって，擦れることによる痒みや痛み，不快感があるか
どうか
はい 211 60.3％
いいえ 139 39.7％

質問４：質問３で「はい」と回答した211人に対して，マスクの紐が耳介にあたって，
擦れることによる痒みや痛み，不快感に何らかの対策を講じたかどうか
はい 86 40.8％
いいえ 125 59.2％

表２　マスクの不快感に関する質問の詳細とアンケート結果

コロナ禍での「新日常生活」における不快感の調査研究，
東京有明医療大学に在籍する大学生を対象とした調査研究
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質問１：手のアルコール消毒の回数が多くなったかどうか
はい 302 86.3％
いいえ 48 13.7％

質問２：質問１で「はい」と回答した302人に対して，手にかさつきがあるかどうか
はい 140 46.4％
いいえ 162 53.6％

質問３：質問２で「はい」と回答した140人に対して，手のかさつきに何らかの対策を
講じたかどうか
はい 98 70.0％
いいえ 42 30.0％

質問４：質問１で「はい」と回答した302人に対して，手に出血やひび割れがあるかど
うか
はい 35 11.6％
いいえ 267 88.4％

質問５：質問４で「はい」と回答した35人に対して，出血やひび割れに何らかの対策を
講じたかどうか
はい 23 65.7％
いいえ 12 34.3％

表３　手のアルコール消毒による手荒れに関する質問の詳細とアンケート結果

質問１：スマホやパソコンを見る時間が増えて，目の疲れを感じることが多くなったか
どうか
はい 216 61.7％
いいえ 134 38.3％

質問２：質問１で「はい」と回答した216人に対して，眼に痛みがあるかどうか
はい 51 23.6％
いいえ 165 76.4％

質問３：質問２で「はい」と回答した51人に対して，眼の痛みに何らかの対策を講じた
かどうか
はい 19 37.3％
いいえ 32 62.7％

質問４：質問１で「はい」と回答した216人に対して，見え方（視力）が悪くなったと
感じるようになったかどうか
はい 130 60.2％
いいえ 86 39.8％

質問５：質問４で「はい」と回答した130人に対して，見え方（視力）が悪くなったと
感じるようになったことに対して，何らかの対策を講じたかどうか
はい 39 30.0％
いいえ 91 70.0％

表４　スマホやパソコンを見る時間が増えることによる視力への影響に関する質問の詳細
とアンケート結果

東京有明医療大学雑誌　Vol. 14　2022
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質問１：ヘッドホンやイヤホンを使うことが多くなったかどうか
はい 156 44.6％
いいえ 194 55.4％

質問２：質問１で「はい」と回答した156人に対して，耳に痛みがあるかどうか
はい 24 15.4％
いいえ 132 84.6％

質問３：質問２で「はい」と回答した24人に対して，耳の痛みに何らかの対策を講じた
かどうか
はい 8 33.3％
いいえ 16 66.7％

質問４：質問１で「はい」と回答した156人に対して，聞こえ（聴力）が悪くなったと
感じるようになったかどうか
はい 36 23.1％
いいえ 120 76.9％

質問５：質問４で「はい」と回答した36人に対して，聞こえ（聴力）が悪くなったこと
に対して，何らかの対策を講じたかどうか
はい 8 22.2％
いいえ 28 77.8％

表５　ヘッドホンやイヤホンを使うことによる聴力への影響に関する質問の詳細とアンケー
ト結果

コロナ禍での「新日常生活」における不快感の調査研究，
東京有明医療大学に在籍する大学生を対象とした調査研究




